救護業務について
１　業務内容
　　救護業務は、会場管理係が担当する。参加者等に体調の異常があれば、必要な応急手当をしたり、状況により救急車の手配をしたりする。
　　救護業務が発生時には、救護記録日誌（p.29）を作成し状況を記録できるようにする。
　(1) 事前・前日準備
　　　○　救護用品は、会場管理係（２名で相談し借用校を決定）が各学校から借用持参する。
　　　○　事前準備　………　救急車の出入り口の確認
　　　　　　　　　　　　　　救護記録日誌の作成
　　　○　前日準備　………　救護用品の確認（学校から借用）
　　　　　　　　　　　　　　救護記録日誌の確認
　　　○　当日　……………　ＡＥＤの設置場所の確認
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　(2) 第１日目の運営
　　　○　総務部・大会企画班が対応する。
　　　○　時間を見て巡視を行う。
　　　第2日目の運営
○　各分科会場の会場管理係が対応する。
○　時間を見て巡視を行う。

２　救急処置
　(1) 症状が軽度の場合
　　　○　スタッフ控室等で対応する。
　　　○　しばらく休養すれば収まる状況であれば休養させる。
　(2) 症状が重度の場合
　　　○　直ちに救急車を要請する。
　　　○　会場責任者は、ホテル関係者及び実行委員（各会場1名配置）に至急連絡をとり搬送準備を整える。
　　　○　実行委員は、状況により救急搬送に同行し実行委員長・関係者との連絡調整を行う。　

